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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
北
海
道
小
樽
市
ゆ
か
り
の
作
家
・
詩
人
で
あ
り
文
芸
評
論
家
で
も
あ
る
伊
藤
整
（
一
九
〇
五
～
一
九
六
九
）

が
書
い
た
小
説
「
幽
鬼
の
街
」
を
取
り
上
げ
、
作
品
に
対
し
て
新
た
な
一
解
釈
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
「
幽
鬼
の
街
」
の
物
語
は
、
小
樽
駅
前
か
ら
始
ま
る
。
十
数
年
ぶ
り
に
東
京
か
ら
小
樽
の
街
に
舞
い
戻
っ
た
主
人
公
・

伊
藤
ひ
と
し
（
第
一
書
房
版
以
降
「
鵜
藤
つ
と
む
」
に
改
変
）
は
、
小
樽
駅
前
か
ら
海
の
方
へ
と
歩
い
て
行
く
途
中
、
か

つ
て
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
女
性
・
百
枝
（
第
一
書
房
版
以
降
「
久
枝
」
に
改
変
）
に
遭
遇
し
た
。
彼
女
か
ら
逃
れ
る
よ
う

に
小
樽
の
街
を
彷
徨
す
る
う
ち
、
百
枝
の
ほ
か
に
も
主
人
公
が
こ
れ
ま
で
離
郷
と
と
も
に
関
係
を
断
っ
た
女
性
た
ち
や
、

「
幽
鬼
の
街
」小
樽
を
歩
く

　
　
―
伊
藤
整
の「
坂
」に
ま
つ
わ
る
感
覚
的
表
現
―

武
田　
佑
希
子

［
論
文
］

088



「幽鬼の街」小樽を歩く　―伊藤整の「坂」にまつわる感覚的表現―

友
人
、
さ
ら
に
は
か
つ
て
の
自
分
な
ど
が
次
々
と
亡
霊
に
な
っ
て
主
人
公
の
前
に
現
れ
、
次
第
に
小
樽
の
街
全
体
が
、
亡

霊
が
跋
扈
す
る
幽
鬼
の
街
に
な
っ
て
い
く
。
主
人
公
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
も
幽
鬼
の
群
れ
に
飛
び
込
み
、
そ
れ

ら
を
掻
き
分
け
「
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
こ
を
過
ぎ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
た
。」
と
決

意
し
、
物
語
は
第
二
部
の
「
幽
鬼
の
村
」
へ
と
続
い
て
い
く
。

　

初
出
は
雑
誌『
文
藝
』昭
和
一
二
年
八
月
号
で
、翌
年
の
昭
和
一
三
年
に
雑
誌『
文
学
界
』に
て
発
表
さ
れ
た「
幽
鬼
の
村
」

と
併
せ
て
、昭
和
一
四
年
に
第
一
書
房
か
ら
『
街
と
村
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
初
出
時
に
は
、主
人
公
が
〈
伊
藤
ひ
と
し
〉

と
い
う
名
前
で
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
作
者
・
伊
藤
整
の
本
名
（
整
と
書
い
て
「
ひ
と
し
」
と
読
む
）
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
小
樽
高
等
商
業
学
校
時
代
の
先
輩
〈
小
林
多
喜
二
〉
や
親
友
〈
川
崎
昇
〉
も
本
名
で
登
場
し
、
ま
た
建
物
の
名
前
な

ど
も
実
在
の
も
の
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
「
幽
鬼
の
街
」
の
自
伝
的
要
素（
１
）に
着
目
し

て
私
小
説
と
し
て
評
す
る
も
の（
２
）や
、
私
小
説
と
し
て
扱
う
こ
と
を
あ
え
て
避
け
て
論
ず
る
も
の（
３
）、
ま
た
新
心
理
主
義

文
学
の
観
点
か
ら
、伊
藤
整
が
永
松
定
、辻
野
久
憲
と
と
も
に
翻
訳
を
行
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

と
の
比
較（
４
）な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
幽
鬼
の
街
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
雑
誌
『
文
藝
』
で
の
初
出
時
の
み
本
文
内
に
挿
入
さ
れ
た
作
者

に
よ
る
手
書
き
の
地
図
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
で
あ
る
。
こ
の
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
は
、
初
出
時
に
は
八
頁
目
に

一
頁
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
て
横
向
き
に
掲
載
さ
れ
た
。
東
西
南
北
の
東
（
海
側
に
面
し
て
い
る
）
を
上
に
し
て
、
物

語
に
登
場
す
る
「
拓
殖
銀
行
」
や
「
第
一
大
通
」
な
ど
、
実
在
の
建
物
名
や
通
り
名
が
そ
の
ま
ま
地
図
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
。

　

曽
根
が
、「
こ
の
作
品
の
構
造
上
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
固
有
名
詞
で
組
み
立
て
ら
れ
た
小
説
だ
と
い
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う
点
に
あ
っ
た
」
と
言
う
よ
う
に（
５
）、
初
出
の
『
文
藝
』
掲
載
時
、
主
人
公
を
含
め
人
名
は
、
原
則
と
し
て
実
名
で
登
場

し
て
い
た
。
し
か
し
、『
街
と
村
』
と
し
て
第
一
書
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
際
に
、
人
名
・
建
物
名
が
改
変
さ
れ
た
。
そ
の
改

変
と
同
時
に
、
作
者
に
よ
る
手
書
き
の
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
も
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
初
出
時
以
降
の

版
で
は
省
略
さ
れ
て
き
た
自
筆
の
地
図
で
あ
る
が
、新
潮
社
版
『
伊
藤
整
全
集
』
に
お
い
て
再
録
さ
れ
た
も
の
の
、「
月
報
」

へ
の
掲
載
に
と
ど
ま
り
、
本
文
の
途
中
に
差
し
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
初
出
時
と
同
じ
形
式
で
の
掲
載
は
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
初
出
以
降
の
版
で
は
、
読
者
は
初
出
時
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
は
本
作
品
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
が
削
除
さ
れ
た
件（
６
）に
つ
い
て
、
玉
川
は
「
こ
の
作
品
の
初
出
と
単
行
本
、
全
集
再
録

で
た
び
た
び
言
及
さ
れ
る
の
は
登
場
人
物
名
表
記
の
改
変
で
、（
中
略
）
自
筆
地
図
の
削
除
は
さ
ほ
ど
気
に
掛
け
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と
言
及
し
て
い
る（
７
）。

　

そ
の
一
方
で
、
主
と
し
て
人
文
主
義
地
理
学
の
見
方
に
立
脚
し
な
が
ら
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
場
所
や
空
間
の
持
つ
意

味
を
解
釈
す
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
日
高
は
そ
の
嚆
矢
で
、
そ
れ
ま
で
の
私
小
説
の
方
法
論
的
な
読

み
に
対
し
て
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
商
業
都
市
小
樽
の
風
景
に
着
目
し
、
地
形
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
物
語
の
展
開
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
な
ど
、「
幽
鬼
の
街
」
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
の
持
つ
意
味
を
考
察
し
た（
８
）。
ま
た
、
渥
美
は
、
伊

藤
整
に
と
っ
て
の
小
樽
は
「
記
憶
の
な
か
の
小
樽
」
で
あ
り
、
そ
の
空
間
の
象
徴
性
を
地
図
化
し
た
も
の
が
「
小
樽
市
街

中
央
部
図
」
で
あ
る
と
い
う（
９
）。
こ
の
渥
美
の
指
摘
に
対
し
て
、
岡
本
は
「
こ
の
地
図
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
と
も
、「
幽
鬼

の
街
」
に
は
地
図
的
思
考
が
内
在
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
を
重
要
視
し

て
い
な
い
も
の
の
、「
幽
鬼
の
街
」
に
は
「
小
樽
」
に
対
す
る
二
つ
の
空
間
認
識
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
つ
は
伊
藤
整
が
経
験

し
た
記
憶
の
な
か
の
小
樽
、
も
う
一
つ
は
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
の
歩
行
を
通
し
て
視
認
さ
れ
た
小
樽
で
あ
る
と
い
う（
⓾
）。
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前
者
の
「
記
憶
の
な
か
の
小
樽
」
は
、
渥
美
と
同
様
の
指
摘
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
地
図
の
分
析
を
通
じ
て
、
伊
藤
整
の
空
間
認
識
に
迫
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
主
人

公
が
彷
徨
し
た
小
樽
と
い
う
起
伏
に
富
ん
だ
立
体
的
な
都
市
空
間
に
対
し
て
は
、
地
図
の
分
析
と
は
異
な
る
分
析
手
法
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
対
す
る
「
幽
鬼
の
街
」
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
佐
藤
・
平
居
は
、
歩
く
こ
と
で
深

め
る
作
品
批
評
の
実
践
を
「
文
学
紀
行
」
と
呼
び
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る（
⓫
）。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
作
者
・
伊
藤
整
が
「
幽
鬼
の
街
」
で
描
い
た
小
樽
の
都
市
空
間
を
、
現
実
の
場
所
の
地
理
的
特
徴

と
比
較
す
る
こ
と
で
、作
者
の
意
図
を
探
り
、作
品
に
対
し
て
新
た
な
一
解
釈
を
提
示
し
た
い
。実
際
に
、小
樽
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
空
間
分
析
を
行
う
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
略
称
：
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
用
い
た
分
析

を
通
じ
て
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
た
都
市
空
間
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
幽
鬼

の
街
」
に
お
け
る
伊
藤
整
の
感
覚
的
表
現
を
見
つ
め
直
し
て
い
く
。

二　

地
域
概
観
と
研
究
方
法

二
―
一　

小
樽
の
地
域
概
観

　

小
樽
市
は
北
海
道
の
西
部
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
東
西
が
約
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
が
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
東
西
に
長
い
市
域
を
成
し
て
い
る
。
南
東
部
は
石
狩
市
や
札
幌
市
と
接
し
て
お
り
、
北
は
日
本
海
に
面
し
て
い
る
（
図

１
）。
最
初
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
の
は
信
香
町
付
近
で
あ
っ
た
が
、
港
湾
の
整
備
が
進
み
、
入
船
町
と
の
二
極
を
拠

点
と
し
て
発
展
し
て
い
き（
⓬
）、
そ
し
て
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
色
内
町
～
手
宮
町
に
か
け
て
大
規
模
な
埋
め
立
て
が
行
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わ
れ
た
こ
と
で
、
石
炭
積
み
出
し
施
設
の
整
備
や
船

舶
の
大
型
化
が
進
み
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
国
際
貿

易
港
に
指
定
さ
れ
る（
⓭
）ほ
ど
急
速
に
発
展
し
て
い
っ

た
。

　

明
治
中
期
以
降
の
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
お
け

る
石
炭
需
要
の
増
大
に
加
え
、
や
が
て
道
内
の
農
林

産
物
や
人
の
流
れ
を
支
え
る
港
湾
都
市
と
な
り（
⓮
）、

小
樽
経
済
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。
明
治
後
期
に
は
全

国
屈
指
の
経
済
都
市
、
港
湾
都
市
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し（
⓯
）、
大
正
三
年
に
着
手
さ
れ
た
大
規
模
な
市

街
中
心
部
の
海
岸
埋
め
立
て
に
よ
り
小
樽
運
河
が
誕

生
し
た
。

　
「
小
樽
区
」が
市
制
施
行
に
よ
り「
小
樽
市
」に
な
っ

た
大
正
一
一
年
は
、
伊
藤
整
が
小
樽
高
等
商
業
学
校

に
入
学
し
た
年
で
も
あ
る
。
昭
和
時
代
を
迎
え
て
も

な
お
小
樽
の
好
況
は
続
き
、
昭
和
一
二
年
に
は
こ
れ

ま
で
札
幌
会
場
と
共
催
だ
っ
た〈
北
海
道
大
博
覧
会
〉

が
小
樽
単
独
会
場
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
〈
北
海
道

図１　小樽市地域概観図
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大
博
覧
会
〉
は
五
〇
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、同
年
八
月
に
伊
藤
整
の
「
幽
鬼
の
街
」
は
雑
誌
『
文
藝
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
小
樽
市
は
昭
和
初
期
に
か
け
て
大
手
銀
行
の
支
店
進
出
が
相
次
ぎ
、
色
内
地
区
は
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
の
一
大
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
建
物
の
多
く
は
当
時
の
欧
米
の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
大
型

建
築
で
あ
り
、
多
く
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
樽
運
河
は
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
の
大
規
模
埋
立
て
計
画
を
受
け
て
、

市
民
に
よ
る
「
運
河
保
存
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
折
衷
案
と
し
て
一
部
埋
立
て
工
事
が
採
用
さ
れ（
⓰
）、
現
在

で
は
銀
行
建
築
と
併
せ
て
小
樽
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

二
―
二　

研
究
方
法

　

伊
藤
整
が
描
い
た
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
は
、
市
内
が
網
羅
的
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
幽
鬼
の
街
」
を

読
む
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
を
伊
藤
が
抽
出
し
て
描
い
た
い
わ
ば
主
題
図
で
あ
る
。
小
樽
市
立
小
樽
文
学
館
に
は
、
こ

の
地
図
の
レ
プ
リ
カ
に
、「
幽
鬼
の
街
」
の
主
人
公
が
小
樽
駅
に
降
り
立
っ
て
か
ら
巡
っ
た
ル
ー
ト
の
道
順
が
記
さ
れ
て
展

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
現
実
の
空
間
と
物
語
に
描
か
れ
た
空
間
と
の
対
応
関
係
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
主
人

公
の
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
を
現
実
の
小
樽
の
空
間
、
具
体
的
に
は
大
正
末
期
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
よ
り
詳
密
な
地
図
を

用
い
て
、
ど
の
角
を
曲
が
っ
た
か
、
ど
の
道
を
通
っ
た
か
と
い
っ
た
検
証
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
社
が
提
供
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
、
大
正
一
四
年

に
発
行
さ
れ
た
「
大
日
本
職
業
別
明
細
図
」
上
に
、
主
人
公
の
行
動
の
軌
跡
を
再
現
し
た
（
図
２
）。
具
体
的
に
は
、
紙

地
図
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
画
像
デ
ー
タ
に
、
位
置
情
報
を
付
与
す
る
ジ
オ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
呼
ば
れ

る
空
間
情
報
処
理
技
術
に
よ
っ
て
現
在
の
地
図
上
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
ち
、「
幽
鬼
の
街
」の
本
文
中
に
登
場
す
る
場
所（
図
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図２　「幽鬼の街」主人公の彷徨ルート　基図は大正一四年発行の「大日本職業別明細図」
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２
中
の
赤
い
点
）や
主
人
公
の
彷
徨
ル
ー
ト（
図
２
中
の
水
色
の
線
）を
書
き
加
え
た
。
場
所
や
ル
ー
ト
の
特
定
に
あ
た
っ

て
は
、
筆
者
に
よ
る
単
独
の
現
地
調
査
の
ほ
か
、
市
立
小
樽
文
学
館
や
小
樽
市
総
合
博
物
館
、
内
山
景
一
朗
氏
（
元
伊
藤

整
文
学
賞
の
会
運
営
委
員
）
ご
協
力
の
も
と
現
地
調
査
を
実
施
し
た（
⓱
）。

三　

分
析

三
―
一　

伊
藤
整
と
小
樽
の
関
係

　

伊
藤
整
は
、明
治
三
八
年
に
北
海
道
松
前
の
炭
焼
沢
村
（
現
・
松
前
郡
松
前
町
）
に
生
ま
れ
、翌
年
忍
路
郡
塩
谷
村
（
現
・

小
樽
市
塩
谷
町
）
に
移
住
し
た
。
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
大
正
六
年
に
旧
制
北
海
道
庁
立
小
樽
中
学
校
（
現
・
北
海
道

小
樽
潮
陵
高
等
学
校
）
と
小
樽
高
等
商
業
学
校
（
現
・
小
樽
商
科
大
学
）
で
青
年
期
を
過
ご
し
た
。
卒
業
後
は
、
小
樽
中

学
校
の
教
諭
と
な
る
も
の
の
大
学
進
学
を
目
指
し
、
昭
和
三
年
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
入
学
を
機
に
上
京
し

た
。
東
京
に
移
住
し
た
の
ち
に
、
青
年
期
ま
で
過
ご
し
た
小
樽
の
街
を
描
い
た
小
説
が
「
幽
鬼
の
街
」
で
あ
る
。

　

倉
西
が
「
作
中
の
現
在
時
に
安
易
に
寄
り
か
か
っ
て
読
み
進
め
て
い
く
な
ら
ば
、
時
間
の
中
の
『
私
』
を
見
失
っ
て
し

ま
い
困
惑
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（
⓲
）、「
幽
鬼
の
街
」
で
描
か
れ
て
い
る
小
樽
の
街
並
み
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
存
在
し
う
る
景
観
で
は
な
い
。
昭
和
一
〇
～
一
一
年
頃
の
「
幽
鬼
の
街
」
執
筆
当
時
の
小
樽
の
姿
で
あ

り
、
ま
た
伊
藤
整
が
高
商
時
代
を
過
ご
し
た
大
正
末
期
の
頃
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
場
面
や
場
所
に
よ
っ
て
時
代
が
異
な

る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
冒
頭
の
百
枝
の
台
詞
を
参
照
す
る
。
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―
―
あ
ら
ま
あ
、
伊
藤
さ
ん
ぢ
や
な
い
の
。
あ
な
た
い
つ
小
樽
に
来
た
の
。
随
分
久
し
ぶ
り
ね
え
。
も
う
何
年
に

な
る
か
し
ら
。
さ
う
さ
う
、
あ
れ
は
芥
川
さ
ん
や
里
見
さ
ん
な
ん
か
が
講
演
に
い
ら
し
た
年
だ
か
ら
、
大
正
十
五
年

だ
つ
た
か
し
ら
。
い
や
昭
和
二
年
か
も
知
れ
な
い
わ
。
も
う
十
何
年
つ
て
経
つ
て
る
わ
ね
え
。
あ
た
し
年
と
つ
た
で

せ
う
」（
改
造
社
『
文
藝
』
よ
り
）

　

こ
れ
は
物
語
の
序
盤
、
主
人
公
・
伊
藤
ひ
と
し
が
北
海
屋
ホ
テ
ル
前
で
百
枝
と
遭
遇
す
る
場
面
で
あ
る
。
百
枝
に
よ
る

と
、
講
演
が
あ
っ
た
大
正
一
五
年
～
昭
和
二
年
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
と
話
し
て
い
る
の
で
、
伊
藤
整
が
「
幽

鬼
の
街
」
の
原
稿
を
書
き
上
げ
た
昭
和
一
一
～
一
二
年（
⓳
）を
物
語
の
「
現
在
」
と
仮
定
す
る
と
お
お
よ
そ
計
算
が
合
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
語
の
後
半
で
は
こ
の
会
話
に
出
て
く
る
一
〇
年
以
上
前
の
講
演
会
を
、
冒
頭
か
ら
続
く

同
じ
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
主
人
公
が
会
場
に
赴
き
聴
く
場
面
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
幽
鬼
の
街
」
で
描
か
れ
た
小
樽
の
姿
は
、
単
純
に
現
実
の
一
時
期
の
小
樽
に
当
て
は
め
て
対
応
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
加
え
て
、
執
筆
時
の
昭
和
一
一
年
頃
の
小
樽
は
〈
北
海
道
大
博
覧
会
〉
開
催
を
目
前
に
控
え
、

小
樽
駅
前
に
は
博
覧
会
を
歓
迎
す
る
塔
や
会
場
に
は
近
代
的
な
建
物
が
建
ち
は
じ
め
て
い
た
頃
で
あ
る
が
、「
幽
鬼
の
街
」

に
は
そ
の
様
子
が
一
切
登
場
し
な
い（
⓴
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
青
年
期
を
過
ご
し
た
過
去
の
小
樽
と
、
執
筆
時
に
お
け
る
現
在
の
小
樽
を
混
淆
さ
せ
な
が
ら
、

地
図
と
と
も
に
実
際
の
地
名
や
建
物
名
を
頻
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
説
内
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
小
樽
に
現
実
味
を

与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
を
含
め
、「
幽
鬼
の
街
」
に
は
伊
藤
整
が
「
描
き
た
か
っ
た
小
樽
」
が
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投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
―
二　

伊
藤
整
の
「
坂
」
に
ま
つ
わ
る
表
現
と
現
実
の
小
樽
の
「
坂
」

　

伊
藤
整
の
「
幽
鬼
の
街
」
の
創
作
メ
モ（
㉑
）に
は
、
地
図
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
、
場
所
の
名
前
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点

に
番
号
が
振
ら
れ
て
い
て
、
主
人
公
が
巡
る
コ
ー
ス
の
構
想
の
足
跡
が
み
ら
れ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
た
め
構
想
の
段

階
で
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
全
て
の
地
点
を
通
過
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
必
ず
し
も
効
率
の
良
い
歩
き
方
を
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
図
２
）。
と
い
う
の
も
、
物
語
内
で
主
人
公
が
た
ど
っ
た
道
順
を
元
に
、
実
際
に
小
樽
の
街
を

歩
く
と
「
こ
の
角
は
さ
っ
き
も
通
っ
た
気
が
す
る
」
と
思
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
何
度
か
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
地

図
上
で
主
人
公
の
彷
徨
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
と
、
や
は
り
主
人
公
は
同
じ
交
差
点
を
違
う
方
向
か
ら
二
度
通
っ
た
り
、
遠

回
り
を
し
て
同
じ
通
り
に
戻
っ
て
き
た
り
し
て
い
た
（
図
２
の
⑪
妙
見
川
付
近
な
ど
）。
こ
の
緻
密
に
練
ら
れ
た
彷
徨
の

ル
ー
ト
が
、
幽
鬼
か
ら
の
逃
亡
に
現
実
味
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
特
筆
す
べ
き
は
小
樽
の
街
を
特
徴
づ
け
る
「
坂
」

の
傾
斜
に
対
す
る
伊
藤
整
の
感
覚
的
表
現
で
あ
る
。
小
樽
市
は
、
も
と
も
と
丘
陵
部
を
切
り
開
き
住
宅
開
発
が
行
わ
れ
て

き
た
背
景
が
あ
り
、
坂
が
多
く
、
斜
度
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
急
坂
も
存
在
す
る（
㉒
）。
小
樽
＝
坂
の
多
い
街
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
読
み
進
め
て
い
て
も
、
そ
の
坂
が
ど
れ
ほ
ど
「
急
」
な
の
か
、「
ゆ
る
い
」
と
い
っ
て
も
ど
の
程
度
か
、
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
こ
ろ
は
読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。
し
か
し
、小
樽
の
街
を
実
際
に
歩
い
た
の
ち
再
び「
幽

鬼
の
街
」
本
文
に
立
ち
戻
る
と
、
坂
が
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。

　
「
幽
鬼
の
街
」
の
先
行
研
究
に
お
け
る
坂
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
日
高
、
林
が
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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小
樽
は
そ
う
い
う
「
街
」
で
あ
る
。「
坂
」
の
上
と
下
、「
大
通
り
」
と
「
路
地
」、
そ
の
上
昇
と
下
降
の
感
覚
お
よ

び
明
暗
二
つ
な
が
ら
の
対
照
は
、
こ
の
「
街
」
を
さ
な
が
ら
《
地
獄
め
ぐ
り
》
に
誘
う
感
受
性
の
誘
導
路
と
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い（
㉓
）。

　

こ
の
下
降
運
動
は
、
物
理
的
に
小
樽
の
街
を
下
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
象
徴
的
に
は
地
獄
へ
と
下
る
旅
で
も
あ
る

の
だ
が
、
心
理
的
に
過
去
へ
と
遡
行
す
る
動
き
で
も
あ
っ
て
、
自
分
の
内
面
へ
沈
潜
す
る
下
降
運
動
と
も
解
釈
で
き

る（
㉔
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
幽
鬼
の
街
」
に
お
け
る
坂
は
、
主
人
公
が
坂
を
通
過
す
る
際
の
上
下
運
動
と
主
人
公
の
意
識
や
内
面
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
幽
鬼
の
街
」
に
登
場
す
る
坂
の
表
現

に
つ
い
て
着
目
し
、
現
実
の
小
樽
の
坂
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
伊
藤
整
自
身
の
感
覚
的
表
現
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
は

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
本
文
か
ら
坂
の
描
写
を
含
む
文
章
を
抽
出
し
て
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
引
用
文
中
、
下
り
表
現

は
下
線
、
上
り
表
現
は
破
線
で
表
し
た
。
ま
た
、
上
り
下
り
の
表
現
が
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
地
理
的
情
報
か
ら
判
断

し
た
。

Ａ　

膚
寒
く
曇
っ
た
日
で
あ
っ
た
。
私
は
小
樽
駅
前
の
広
い
坂
道
を
、
海
の
下
の
方
に
向
っ
て
行
っ
た
。

Ｂ　

私
は
久
枝
に
つ
い
て
そ
の
路
地
裏
を
歩
き
、
停
車
場
通
り
へ
出
て
、
海
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
だ
ら
だ
ら
坂
に
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な
っ
て
踏
切
り
が
あ
る
。

Ｃ　

私
は
空
っ
ぽ
の
線
路
を
見
や
っ
て
か
ら
、
更
に
埋
立
地
に
む
か
う
急
な
坂
を
下
り
る
。

Ｄ　

そ
れ
か
ら
二
人
は
も
の
を
言
わ
な
い
ま
ま
街
を
横
切
り
、
小
樽
郵
便
局
の
低
い
く
す
ぶ
っ
た
建
物
に
沿
っ
て
坂
を

の
ぼ
っ
て
行
っ
た
。

Ｅ　

私
は
莫
迦
の
よ
う
な
顔
を
し
て
、
キ
呉
服
店
の
角
で
左
方
に
橋
を
渡
り
、
花
園
町
第
一
大
通
の
ゆ
る
い
坂
を
公
園

通
り
の
方
に
向
っ
て
登
っ
て
い
っ
た
。

Ｆ　

そ
う
言
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
花
園
町
第
一
大
通
の
角
を
つ
っ
き
っ
て
、
鉄
道
線
路
の
上
に
架
け
ら
れ
た
陸
橋
を

渡
り
、
家
並
の
間
の
坂
道
を
次
第
に
の
ぼ
り
、
石
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
や
が
て
胸
を
突
く
よ
う
な
高
い
白
い
石
段

を
攀
登
っ
て
行
っ
た
。

Ｇ　

私
は
夢
中
で
、
そ
の
う
ち
の
数
の
少
い
あ
た
り
に
突
進
し
、（
中
略
）
蹴
破
っ
て
一
目
散
に
妙
見
川
に
む
か
っ
て
、

山
田
町
の
だ
ら
だ
ら
坂
を
駆
け
下
り
た
。

Ｈ　

私
は
暫
く
そ
こ
に
佇
ん
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
が
や
が
て
ぶ
る
ん
と
頭
を
振
っ
て
、
あ
、
こ
れ
か
ら
講
演
会
へ
行

く
の
だ
っ
た
と
思
い
直
し
、
ま
た
高
商
通
り
の
坂
を
の
ぼ
っ
て
黒
ず
ん
だ
板
張
り
の
木
の
陸
橋
を
わ
た
り
、
稲
穂

小
学
校
の
厖
大
な
木
造
二
階
建
て
の
校
舎
の
正
門
に
入
っ
て
行
っ
た
。

Ｉ　

小
樽
駅
構
内
の
南
端
に
か
か
っ
て
い
る
陸
橋
浅
草
橋
を
わ
た
り
、
第
一
火
防
線
に
沿
う
て
組
合
教
会
の
前
を
す
ぎ

た
。
そ
こ
か
ら
坂
は
急
に
な
り
、
道
は
紀
伊
国
屋
果
物
店
と
産
婦
人
科
岡
本
病
院
の
木
造
二
階
緑
色
ペ
ン
キ
塗
り

の
建
物
の
前
を
と
お
っ
た
。
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以
上
、
九
か
所
の
坂
に
ま
つ
わ
る
表
現
を
列
挙
し
た
こ
と
で
、
主
人
公
は
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、

坂
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
し
な
が
ら
小
樽
の
街
を
め
ぐ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
坂
の
表
現
に
関
し
て

気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
い
う
言
葉
が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大

辞
典
』
に
よ
る
と
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
は
「
傾
斜
が
ゆ
る
く
長
く
続
く
坂
」
と
あ
る（
㉕
）。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
港
へ

続
く
〈
Ｂ
・
停
車
場
通
り
（
現
・
中
央
通
り
）
の
下
り
坂
〉
は
、
緩
や
か
な
傾
斜
で
確
か
に
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
い
う
印

象
だ
っ
た
。
一
方
、〈
Ｇ
・
山
田
町
の
だ
ら
だ
ら
坂
〉
は
、
水
天
宮
前
の
公
園
通
り
か
ら
妙
見
川
の
方
へ
向
か
う
下
り
坂
で
、

今
回
の
「
幽
鬼
の
街
」
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
比
較
的
傾
斜
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　
「
幽
鬼
の
街
」
の
本
文
中
に
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
二
回
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

二
か
所
の
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
に
加
え
て
、
坂
の
傾
斜
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
も
の
の
中
か
ら
、
傾
斜
に
緩
急
の
形
容
が

付
い
た
〈
Ｅ
・
花
園
町
第
一
大
通
の
ゆ
る
い
坂
〉、〈
Ｆ
・
家
並
の
間
の
坂
道
（
中
略
）
や
が
て
胸
を
突
く
よ
う
な
高
い
白

い
石
段
〉（㉖
）、〈
Ｉ
・
小
樽
駅
構
内
の
南
橋
に
か
か
っ
て
い
る
陸
橋
浅
草
橋
を
わ
た
り
、（
中
略
）
そ
こ
か
ら
坂
は
急
に
な

り
〉
の
三
か
所
を
含
め
た
計
五
か
所
を
取
り
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
坂
の
断
面
図
を
描
い
て
坂
の
傾
斜
を
可
視
化
し
た
（
図

３
、
図
４
）。
な
お
、
Ｃ
に
つ
い
て
「
急
な
坂
」
と
あ
る
が
、
手
宮
線
廃
線
に
よ
る
道
路
工
事
に
よ
っ
て
昭
和
一
二
年
ご

ろ
ま
で
の
様
子
と
現
在
の
道
の
傾
斜
が
異
な
る（
㉗
）た
め
除
外
し
た
。
断
面
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
地
理
院
提

供
の
ウ
ェ
ブ
地
図
で
あ
る
地
理
院
地
図
の
「
断
面
図
」
機
能
を
用
い
た
。
図
３
の
各
矢
印
は
、
主
人
公
の
進
行
方
向
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、図
４
は
五
か
所
す
べ
て
水
平
方
向
の
幅
を
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
た
上
で
縦
横
比
を
そ
ろ
え
、

主
人
公
の
進
行
方
向
に
基
づ
い
て
左
側
を
始
点
、
右
側
を
終
点
と
し
た
。

　

断
面
図
を
比
較
す
る
と
、〈
Ｂ
・
停
車
場
通
り
の
だ
ら
だ
ら
坂
〉
は
、
図
４
〈
坂
Ｂ
〉
の
断
面
図
の
赤
矢
印
の
区
間
（
水
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図３　傾斜の程度について描写のある坂
基図は地理院地図「自分で作る色別標高図」より作成。また、図中の矢印は主人公の進行方向を表し、
その長さは図４の各断面図の範囲に相当。

図４　断面図を用いた坂の傾斜比較
断面図は地理院地図「断面図」機能を用いて作成。坂の番号と断面図の範囲は図３を参照。
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平
距
離
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
該
当
し
、
高
低
差
四
メ
ー
ト
ル
も
な
い
緩
や
か
な
坂
で
、〈
Ｅ
・
花
園
町
第
一
大
通
の
ゆ
る

い
坂
〉（
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
高
低
差
約
一
二
メ
ー
ト
ル
）
と
同
程
度
の
傾
斜
で
あ
る
の
に
対
し
、〈
Ｇ
・
山
田
町
の
だ

ら
だ
ら
坂
〉
は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
高
低
差
が
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。〈
Ｉ
・
そ
こ
か
ら
坂
は
急
に
な
り
〉

の
「
そ
こ
」
と
は
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
や
「
大
日
本
職
業
別
明
細
図
」
に
よ
る
と
図
４
〈
坂
Ⅰ
〉
の
断
面
図
の
赤
矢

印
の
区
間
（
水
平
距
離
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
該
当
し
、
そ
の
間
の
高
低
差
は
五
．
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
赤
矢
印
の
区
間

の
前
後
と
比
較
し
て
も
本
文
の
表
現
通
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、〈
Ｆ
・
胸
を
突
く
よ
う
な
高
い
白
い
石
段
〉（
図

４
〈
坂
Ｆ
〉
の
断
面
図
の
赤
矢
印
の
区
間
に
該
当
）
は
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
高
低
差
が
一
七
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
。「
胸

を
突
く
よ
う
な
」
と
の
表
現
の
通
り
、
比
較
し
た
五
つ
の
う
ち
一
番
傾
斜
が
大
き
い
部
分
だ
っ
た
。

　

以
上
の
断
面
図
の
結
果
を
基
に
〈
坂
Ｂ
〉
と
〈
坂
Ｇ
〉
の
二
つ
の
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
を
比
較
し
て
み
た
い
。〈
坂
Ｇ
〉
の

方
が
〈
坂
Ｂ
〉
に
比
べ
て
傾
斜
が
大
き
く
、
そ
の
差
は
約
二
倍
で
あ
る
。
ま
た
、〈
坂
Ｇ
〉
の
傾
斜
の
方
が
、「
ゆ
る
い
」
と

形
容
さ
れ
た
〈
坂
Ｅ
〉
よ
り
も
約
一
．
六
倍
大
き
い
。
加
え
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
際
に
〈
坂
Ｇ
〉
が
比
較
的
傾
斜

の
あ
る
坂
に
感
じ
た
こ
と
、〈
坂
Ｇ
〉
に
は
部
分
的
に
傾
斜
が
急
な
場
所
（
図
４
〈
坂
Ｇ
〉
の
断
面
図
の
赤
矢
印
の
区
間
に

該
当
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、〈
坂
Ｇ
〉
の
実
際
の
傾
斜
と
、「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
い
う
感
覚
表
現
と
の
間
に
は
齟
齬
が
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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四　

考
察

　

前
章
で
は
、「
幽
鬼
の
街
」
本
文
内
で
登
場
す
る
坂
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、
坂
の
傾
斜
の
程
度
に
つ
い
て
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
五
か
所
に
つ
い
て
、
地
理
院
地
図
の
「
断
面
図
」
機
能
を
用
い
て
実
際
の
坂
の
傾
斜
と
表
現
と
を
比
較
し
た
。

こ
の
比
較
に
よ
っ
て
、
伊
藤
整
は
「
幽
鬼
の
街
」
に
お
い
て
、
五
か
所
の
う
ち
四
か
所
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
坂
の
傾
斜

に
則
し
た
表
現
を
用
い
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
か
所
〈
Ｇ
・
山
田
町
の
だ
ら
だ
ら
坂
〉
は
、
実
際
の
坂
の
傾
斜
と
は

異
な
る
感
覚
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
な
ぜ
伊
藤
整
は
山
田
町
の
坂
の
状
況
に
よ
り
忠
実
な
「
急
」
な
い
し
「
き
つ
い
」
と
い
っ
た
表
現
で
は
な

く
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
し
た
の
か
、
本
文
に
立
ち
戻
り
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
主
人
公
が
山
田
町
に
入
っ
て
い
く
場
面
を
引
用
す
る
。

　
（
前
略
）
私
は
そ
の
会
場
で
あ
る
稲
穂
男
子
小
学
校
へ
行
こ
う
と
心
を
き
め
、
鳥
居
の
少
し
先
か
ら
右
へ
折
れ
て

山
田
町
へ
入
っ
た
。

　

そ
こ
へ
一
歩
入
っ
た
時
、
私
は
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
。
油
断
を
し
て
い
て
私
は
最
も
怖
し
い
幽
鬼
ど
も
の
群
棲
地

に
飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
通
り
は
灯
が
と
ぼ
し
く
、店
々
の
店
頭
に
は
男
た
ち
や
女
た
ち
や
、子
供
、労
働
者
、

死
人
、
さ
ま
ざ
ま
の
人
間
の
着
古
し
た
、
薄
汚
れ
て
光
っ
て
い
る
着
物
が
、
首
吊
り
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て

並
ん
で
い
た
。
こ
ん
な
時
山
崎
登
が
い
て
く
れ
た
ら
何
よ
り
も
気
強
い
の
だ
が
と
思
っ
て
振
り
か
え
っ
た
け
れ
ど
も
、

彼
は
そ
こ
に
い
な
く
っ
て
、
入
っ
た
ば
か
り
だ
と
思
う
の
に
古
着
街
山
田
町
は
、
私
の
後
方
に
終
り
も
な
く
続
い
て
、
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通
路
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
両
側
か
ら
着
物
の
群
が
せ
ま
り
合
っ
て
い
た
。
も
う
前
へ
進
む
ほ
か
に
仕
様
が
な
か
っ
た
。

　
「
幽
鬼
の
街
」
に
お
け
る
山
田
町
は
、
物
語
内
の
地
理
的
な
最
高
地
点
で
あ
る
水
天
宮
か
ら
物
語
の
終
盤
の
地
で
あ
る

稲
穂
町
方
面
へ
と
向
か
っ
て
下
っ
て
い
く
最
中
に
あ
る
。「
幽
鬼
の
街
」
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
山
田
町
に
つ
い
て
は

水
天
宮
か
ら
転
げ
落
ち
た
先
に
あ
り
、
緻
密
な
計
算
の
も
と
「
山
田
町
」
が
地
獄
へ
の
落
下
の
舞
台
と
し
て
選
ば
れ
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
る（
㉘
）。
若
か
り
し
頃
の
山
崎
登
（
初
出
・
川
崎
昇
）
に
慰
め
ら
れ
た
の
ち
、
再
び
一
人
で
歩
き
始
め
た

主
人
公
は
ポ
ス
タ
ー
で
見
か
け
た
「
文
学
大
講
演
会
」
を
見
に
行
こ
う
と
、
稲
穂
小
学
校
へ
向
か
う
。
山
田
町
は
そ
の
通

過
点
で
あ
り
な
が
ら
、「
最
も
怖
し
い
幽
鬼
ど
も
の
群
棲
地
」
と
し
て
表
現
さ
れ
、
次
々
と
迫
り
く
る
大
勢
の
古
着
の
幽
鬼

た
ち
の
姿
は
、
物
語
一
番
の
山
場
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
山
田
町
は
、本
文
内
で「
古
着
街
」と
形
容
さ
れ
て
い
る
通
り
、明
治
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た『
小
樽
港
史
』に
は「
山

田
町
は
古
道
具
商
を
以
て
占
領
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り（
㉙
）、
牛
山
は
山
田
町
の
特
色
あ
る
商
店
街
形
成
が
興
味
深
い
と

し
て
、
昭
和
三
年
と
昭
和
八
年
の
二
度
、
山
田
町
の
坂
の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
商
店
に
つ
い
て
調
査
し
た（
㉚
）。
牛
山
は
「
山

田
町
と
言
え
ば
直
ち
に
古
着
商
街
を
連
想
し
、
山
田
町
は
恰
も
古
着
商
街
の
別
称
の
如
く
小
樽
市
民
の
脳
裡
に
馴
染
し

て
い
る
」
と
紹
介
し
た
。
ま
た
、
牛
山
の
作
成
し
た
山
田
町
の
商
店
分
布
図
に
よ
る
と
、
伊
藤
整
が
「
幽
鬼
の
街
」
を

執
筆
し
た
時
期
に
近
い
昭
和
八
年
時
点
の
古
着
商
は
一
九
軒
あ
り
、
そ
の
五
年
前
の
昭
和
三
年
は
二
七
軒
で
あ
っ
た
。

中
に
は
古
着
屋
が
三
～
四
軒
隣
接
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
、「
幽
鬼
の
街
」
に
お
い
て
山
田
町
の
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
か
ら

古
着
の
幽
鬼
が
押
し
寄
せ
る
様
子
は
、
大
正
～
昭
和
初
期
の
小
樽
に
お
け
る
実
際
の
山
田
町
を
知
る
読
者
に
と
っ
て
も
、

山
田
町
＝
古
着
の
街
を
連
想
さ
せ
る
に
難
く
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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そ
し
て
、
主
人
公
が
こ
の
山
田
町
の
坂
を
下
っ
て
い
く
様
子
を
描
写
し
て
い
る
の
が
、
以
下
の
引
用
の
部
分
で
あ
る
。

す
る
と
そ
の
店
の
奥
か
ら
畳
ま
れ
て
あ
っ
た
無
数
の
古
着
が
む
く
む
く
と
起
き
あ
が
り
、
ざ
わ
ざ
わ
と
い
う
衣
摺
れ

の
音
を
立
て
て
私
の
方
へ
押
し
よ
せ
て
来
る
の
が
見
え
た
。（
中
略
）
私
は
夢
中
で
、
そ
の
う
ち
の
数
の
少
い
あ
た
り

に
突
進
し
、
海
中
の
昆
布
か
な
に
か
の
よ
う
に
手
応
え
の
な
い
彼
等
を
押
し
倒
し
、
蹴
破
っ
て
一
目
散
に
妙
見
川
に

む
か
っ
て
、
山
田
町
の
だ
ら
だ
ら
坂
を
駆
け
下
り
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
人
公
が
古
着
の
幽
鬼
た
ち
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
山
田
町
の
坂
を
駆
け
下
り
て
い
く
様
子
が
描
写
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
表
現
と
し
て
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
「
駆
け
下
り
た
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。

　

通
常
、
急
な
坂
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
逃
避
と
い
う
行
為
が
伴
っ
て
い
な
く
と
も
、
下
っ
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
駆
け
足

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
を
あ
え
て
急
な
坂
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
な
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
い

う
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
駆
け
下
り
た
の
は
坂
の
傾
斜
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
幽
鬼
か
ら
の
逃
避
と
い
う
主
人
公

の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
主
人
公
に
と
っ
て
、
こ
の
山
田
町
は
稲
穂
小
学

校
で
行
わ
れ
る
講
演
会
に
参
加
す
る
と
い
う
意
思
を
も
っ
て
歩
き
始
め
た
通
過
点
で
あ
る
。
主
人
公
の
目
的
が
明
確
化
さ

れ
て
い
な
い
彷
徨
か
ら
始
ま
っ
た
物
語
が
、「
最
も
怖
し
い
幽
鬼
ど
も
の
群
棲
地
」
に
て
幽
鬼
た
ち
に
飲
み
込
ま
れ
、
生
き

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
「
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
こ
を
過
ぎ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
私
は
思
っ
て
い
た
。」
と
決
意
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
伊
藤
整
は
山
田
町
の
坂
を
あ
え
て
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「
だ
ら
だ
ら
坂
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、幽
鬼
か
ら
の
主
体
的
な
逃
避
行
動
を
際
立
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

小
樽
の
街
に
対
す
る
描
写
の
正
確
性
を
重
要
視
し
な
が
ら
も
、
各
場
面
に
お
け
る
時
間
の
操
作
や
幽
鬼
の
登
場
な
ど
、
文

学
作
品
で
あ
る
か
ら
こ
そ
成
立
し
う
る
「
小
樽
の
街
」
の
姿
を
恣
意
的
に
描
い
た
片
鱗
が
、
こ
の
山
田
町
の
「
だ
ら
だ
ら

坂
」
に
も
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
坂
の
傾
斜
や
そ
の
表
現
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
現
実

の
小
樽
の
街
と
作
品
「
幽
鬼
の
街
」
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
対
し
て
新
た
な
一
解
釈
を
提
示
し
た
。

　

ま
ず
、
伊
藤
整
と
小
樽
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
、
伊
藤
整
が
「
幽
鬼
の
街
」
執
筆
に
際
し
、
ど
の
程
度
現
実
の
小
樽

を
意
識
し
な
が
ら
書
い
た
の
か
、
ま
た
「
幽
鬼
の
街
」
に
描
か
れ
て
い
る
現
実
の
小
樽
と
は
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
で
あ

る
の
か
を
分
析
し
た
。
先
行
研
究
で
も
指
摘
が
あ
る
が
、
改
め
て
本
文
と
「
小
樽
市
街
中
央
部
図
」
か
ら
、「
幽
鬼
の
街
」

に
描
か
れ
て
い
る
小
樽
は
、
あ
る
特
定
の
一
時
期
に
限
定
さ
れ
た
小
樽
の
姿
で
は
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

次
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
を
も
と
に
、「
幽
鬼
の
街
」
本
文
か
ら
坂
に
ま
つ
わ
る
文
章
を
摘
出
し
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
坂
の
傾
斜
に
関
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
地
理
院
地
図
の
「
断
面
図
」
機
能
を
用
い
て

比
較
し
た
。
物
語
内
の
坂
に
ま
つ
わ
る
表
現
と
実
際
の
傾
斜
を
比
較
し
た
こ
と
で
、
伊
藤
整
は
た
い
て
い
の
坂
に
つ
い
て

実
際
の
傾
斜
に
近
い
表
現
を
採
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
田
町
の
「
だ
ら
だ
ら
坂
」
に
関
し
て
は
、
実
際
の
山

田
町
の
坂
と
は
異
な
る
傾
斜
の
表
現
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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こ
の
山
田
町
の
坂
の
地
理
的
特
徴
と
伊
藤
整
の
表
現
と
の
相
違
に
関
し
て
は
、「
幽
鬼
の
街
」
に
お
い
て
最
大
の
山
場
と

も
い
え
る
「
最
も
怖
し
い
幽
鬼
ど
も
の
群
棲
地
」
で
あ
る
山
田
町
か
ら
の
逃
避
を
、
よ
り
劇
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
伊

藤
整
に
よ
る
印
象
の
操
作
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
作
者
が
物
語
の
場
面
ご
と
に
時
代
設
定
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
こ
の
恣
意
的
な
街
の
姿
の
改
変
は
、
伊
藤
整
が
「
描
き
た
か
っ
た
小
樽
」
を
描
く
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

伊
藤
整
が
小
樽
中
学
校
を
入
学
し
て
か
ら
上
京
す
る
ま
で
の
大
正
中
期
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
過
ご
し
た
記
憶
の
中
の

小
樽
、「
幽
鬼
の
街
」
執
筆
当
時
の
小
樽
に
加
え
て
、
物
語
内
で
主
人
公
の
逃
避
行
の
舞
台
に
適
し
た
地
形
に
変
化
さ
せ
た

小
樽
の
混
成
に
よ
り
生
ま
れ
た
の
が
「
幽
鬼
の
街
」
小
樽
な
の
で
あ
る
。

付
記

　

本
稿
は
、
北
海
学
園
大
学
一
般
教
育
科
目
社
会
科
学
特
別
講
義
と
し
て
二
〇
二
二
年
度
新
た
に
開
講
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｓ

現
地
調
査
基
礎
」
に
お
い
て
、
小
樽
市
を
対
象
に
一
泊
二
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
成
果
を
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
社
が

提
供
す
る
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
用
い
て
ま
と
め
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
調
査
を
重
ね
、

二
〇
二
三
年
五
月
一
八
～
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
「
第
二
〇
回
Ｇ
Ｉ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
マ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
部
門
」
に
出
展
し
た
も
の
（
作
品
名
：「
幽
鬼
の
街
」

小
樽
を
歩
く
―
伊
藤
整
の
坂
表
現
と
小
樽
の
街
の
今
昔
︱
）（
図
５
、
図
６
）
を
も
と
に
、
加
筆
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
た
け
だ　

ゆ
き
こ
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
一
年
）
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図６　マップギャラリーに出展した作品のQRコード
（https://arcg.is/1WOfL50）

図５　「第 20 回 GIS コミュニティフォーラム」マップギャラリーに出展した作品の表紙
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［
註
］

（
１
）　

伊
藤
整
は
「
分
裂
に
ま
た
が
る
（
自
作
案
内
）」（『
文
藝
』
六
︱
七
、
改
造
社
、
一
九
三
八
年
）
に
て
、「
こ
の
作
品
は
心
理
的
に
は

告
白
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
現
象
的
に
は
決
し
て
私
の
自
傳
で
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
２
）　

平
野
謙
『
現
代
作
家
論
』
南
北
書
園
、
一
九
四
七
年
。

（
３
）　

尾
形
大
「
現
実
と
幻
想
の
間
︱
伊
藤
整
「
幽
鬼
の
街
」
の
構
造
︱
」（『
文
藝
と
批
評
』
一
〇
︱
二
、二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）　

林
和
仁
「
伊
藤
整
と
ジ
ョ
イ
ス
︱
都
市
小
説
と
し
て
の
「
幽
鬼
の
街
」
と
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
︱
」（『
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
』
三
七

︱
二
、一
九
九
〇
年
）。

（
５
）　

曽
根
博
義
「「
幽
鬼
の
街
」
序
論
」（『
國
語
と
國
文
學
』
六
六
︱
五
、
至
文
堂
、
一
九
八
九
年
）。

（
６
）　

地
図
削
除
の
経
緯
に
つ
い
て
、
作
者
に
よ
る
言
及
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
市
立
小
樽
文
学
館
亀
井
志
乃
館
長
と

学
芸
員
玉
川
薫
氏
の
ご
教
示
。

（
７
）　

玉
川
薫
「
伊
藤
整
「
幽
鬼
の
街
」
と
小
樽
の
地
図
」（
北
海
道
立
文
学
館
『「
地
図
と
文
学
の
素
敵
な
関
係
」
図
録
』、
二
〇
二
二
年
）。

（
８
）　

日
高
昭
二
「『
幽
鬼
の
街
』
私
註
」（『
伊
藤
整
論
』
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
）。

（
９
）　

渥
美
孝
子
「
記
憶
地
図
か
ら
物
語
へ
︱
伊
藤
整
に
お
け
る
〈
幽
鬼
〉
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
︱
」（
江
頭
彦
造
編
『
受
容
と
創
造
︱
比

較
文
学
の
試
み
』
宝
文
館
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

（
10
）　

岡
本
亮
「『
幽
鬼
の
街
』
論
︱
認
識
過
程
論
序
説
︱
」（
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
教
育
専
攻
編
『
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研

究
』
八
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
11
）　

佐
藤
義
雄
、
平
居
謙
「
伊
藤
整
『
幽
鬼
の
街
』
の
小
樽
︱
文
学
紀
行
と
い
う
方
法 

︱
」（
平
安
女
学
院
大
学
国
際
観
光
学
部
編
『
国

際
観
光
学
研
究
』
二
、二
〇
二
二
年
）。

109



（
12
）　

岡
本
哲
志
『
港
町
の
か
た
ち
︱
そ
の
形
成
と
変
容
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
。

（
1３
）　

高
橋
伸
幸
「
物
資
の
大
集
散
地
「
小
樽
」
の
変
遷
」（
山
田
安
彦
、山
崎
謹
哉
編
『
歴
史
の
ふ
る
い
都
市
群
・
４
︱
東
北
地
方
日
本
海
側
・

北
海
道
の
都
市
︱
』
大
明
堂
、
一
九
九
〇
年
）。

（
1４
）　

小
樽
市
市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
小
樽
市
一
〇
〇
年
の
歩
み
』
小
樽
市
、
二
〇
二
二
年
。

（
1５
）　

小
樽
市
「
小
樽
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
第
二
章
小
樽
市
の
歴
史
文
化
の
概
要　

https://w
w

w.city.otaru.lg.jp/docs/2020101

　

500085/file_contents/otarusi-rekisibunka-kihonkousou-2.pdf

（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
二
日
閲
覧
）。

（
1６
）　

菅
原
慶
郎
「
小
樽
の
歴
史
」（
醍
醐
龍
馬
編
『
小
樽
学
』
小
樽
商
科
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
）。

（
1７
）　

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
三
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
単
独
）
ほ
か
、
二
〇
二
三
年
七
月
二
三
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
単
独
）、

同
年
九
月
九
日
の
内
山
景
一
朗
氏
に
よ
る
座
学
（
市
立
小
樽
文
学
館
に
て
）、
同
年
一
〇
月
二
三
日
の
内
山
景
一
朗
氏
の
解
説
に
よ
る
街

歩
き
（
市
立
小
樽
文
学
館
主
催
）。

（
1８
）　

倉
西
聡
「『
街
と
村
』
論
︱
幻
視
の
風
景
︱
」（『
文
藝
と
批
評
』
六
︱
二
、一
九
八
五
年
）。

（
19
）　

前
掲
注
（
１
）。

（
20
）　

市
立
小
樽
文
学
館
亀
井
志
乃
館
長
の
ご
教
示
。

（
21
）　

伊
藤
整
の
当
該
の
創
作
メ
モ
は
現
在
、
日
本
近
代
文
学
館
に
収
蔵
。

（
22
）　

前
掲
注
（
1５
）。

（
2３
）　

前
掲
注
（
８
）。

（
2４
）　

前
掲
注
（
４
）。

（
2５
）　

北
原
保
雄
ほ
か 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）「
だ
ら
だ
ら
坂
」
の
項
。
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（
2６
）　

内
山
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
白
い
石
段
は
現
在
残
っ
て
お
ら
ず
、
社
務
所
内
に
白
い
階
段
が
あ
っ
た
頃
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

筆
者
が
写
真
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
傾
斜
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
2７
）　

内
山
景
一
朗
氏
の
ご
教
示
。

（
2８
）　

前
掲
注
（
８
）。

（
29
）　

高
畑
宜
一
『
小
樽
港
史
』
一
八
九
九
年
。

（
３0
）
牛
山
喜
「
小
樽
市
の
古
着
商
街
」（『
地
學
雜
誌
』
四
︱
一
〇
、
東
京
地
学
協
会
、
一
九
三
三
年
）。

※
作
品
の
本
文
引
用
に
つ
い
て
、
特
記
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
新
潮
社
版
『
伊
藤
整
全
集
』
を
使
用
し
た
。
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